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2020年度 年末手当 妥結2020年度 年末手当 妥結!!
組合員の声・激励に支えられ、妥結の判断をしました。組合員の皆さんに感謝いたします。組合員の声・激励に支えられ、妥結の判断をしました。組合員の皆さんに感謝いたします。
これからも「緊急提言」の議論を深め、情勢を正しく認識し、21春闘に向けて仲間と共に頑張っていきましょう!これからも「緊急提言」の議論を深め、情勢を正しく認識し、21春闘に向けて仲間と共に頑張っていきましょう!

ステーションサービス
協議会

（11月24日妥結）

基本給月額の2.4ヶ月
プラス20,000円
支給日
12月４日以降、準備でき次第

JR東労組
（11月13日妥結）

基準内賃金の2.2ヶ月
支給日
12月４日以降、準備でき次第

ジェイアールバス
東北本部

（11月20日妥結）

基準内賃金の1.8ヶ月
契約社員
基本日額×1.5ヶ月×23日
支給日
12月４日以降、準備でき次第

ジェイアールバス関東本部
（11月20日妥結）

基準内賃金の1.8ヶ月
契約社員Ａ　基本給・都市手当・扶養手当 
の各月額を1.5倍した額
契約社員Ｂ及び臨時雇用員　継続雇用期間 
及び稼働時間に基づき、個別に定めた額
支給日
12月４日以降、準備でき次第

　11月４日に申７号として申し入れを提出しました。会社から提案を受けて

以降、各地本から意見を集約し、７項目の申し入れをし、11月10日に団体交

渉を行いました。鉄道事業の特殊性の課題認識を踏まえた上で、どのように

柔軟で働きやすい制度にしていくのか、働きがいの向上に資する制度にして

いくためには制度を正しく認識し、理解することが重要であることを訴え、

正しい周知の必要性を会社は示しました。今回の解明で明らかになった点を

含めて職場で議論し、申し入れを行い、働きやすい職場環境の実現に向けて

議論をしていきます。（申７号の申し入れ・交渉内容については業務部速報

をご参照ください。）

申７号

「法令改正に伴う就業規則等の改正について」
 に関する解明申入れ

申８号

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う環境改善等
に関する申し入れ

　11月11日に申８号として申し入れを行いました。年末手当に関する要求づ

くりを含め、未だに収束しないコロナへの不安を抱えながら日々業務してい

る職場の声を踏まえ、７項目を申し入れました。ウィズコロナ・ポストコロ

ナ時代においても働きやすさ・働きがいある職場環境の実現を、全組合員で

目指していきましょう！

【申し入れ項目】

１． 社員等が新型コロナウイルス感染症に感染した疑いがある場合は、勤務の取り

扱いを「免除」とし、感染拡大防止に努めること。なお、新型コロナウイルス

感染症に感染した場合は復帰までの期間を「免除」とし、ＰＣＲ検査等の結果が

判明するまでの期間についても「免除」とすること。

２． 社員等の同居する家族等に感染の疑いがある場合又は同居する家族等が濃厚接

触者に指定された場合の取扱いを明らかにすること。

３． 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、社員等が新型コロナウイルス感

染症に感染した疑いがある場合は、会社の負担でＰＣＲ検査を実施すること。

また、同居する家族等が感染した疑いがありＰＣＲ検査を実施した場合は、費

用を補助すること。

４． 新型コロナウイルス感染症については未だに収束の見通しが立たないため、当

面の間は退職記念乗車券の有効期間を延長すること。

５． 働き方やライフスタイルの変化に伴い、更なる福利厚生の充実を図るため、カ

フェテリアポイントを増額すること。

６． 社宅の居住制限及び賃貸住宅援助金について、いわゆる「15年制限」は、新型

コロナウイルス感染症の動静に踏まえて、当面の間凍結すること。

７． ウィズコロナ・ポストコロナ社会を含めた多様な働き方に対応できるよう、15

年以上社宅に居住できるように、要件を見直すこと。

　
10
月
29
日
、
目
黒
さ
つ
き
ビ
ル
会

議
室
に
て
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
輸
サ
ー

ビ
ス
協
議
会
第
７
回
定
期
総
会
を
開

催
し
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
・
運
動
方
針
を
満
場
一

致
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
年
の
た
た
か
い
は

「
検
証
運
動
」
を
通
じ
た
職
場
か
ら

の
運
動
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
輸
サ

ー
ビ
ス
協
議
会
の
強
化
を
目
指
し

「
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
」
を
推
し

進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

運
動
を
最
先
頭
で
牽
引
す
べ
き
責
務

を
負
う
東
京
・
八
王
子
の
幹
事
が
、

任
務
を
一
方
的
に
放
棄
し
脱
退
す
る

事
態
に
な
り
ま
し
た
。
今
定
期
総
会

は
、
厳
し
い
組
織
の
現
状
を
乗
り
越

え
、「
Ｊ
Ｒ
東
労
組
緊
急
提
言
」
を

職
場
の
隅
々
ま
で
浸
透
さ
せ
組
織
強

化
・
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
の
意
思

一
致
を
図
る
重
要
な
位
置
付
け
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
悩
み
苦
し
ん

で
い
る
現
状
を
共
有
し
、
東
京
・
八

王
子
地
本
の
仲
間
と
と
も
に
歩
ん
で

い
く
こ
と
を
全
体
で
確
認
で
き
た
こ

と
は
大
き
な
成
果
で
す
。

　
総
会
で
は
６
名
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
し
て
、「
コ
ロ
ナ
対
策
で

要
員
は
増
え
ず
に
業
務
量
が
増
え

た
」「
リ
ス
ク
を
負
い
除
菌
作
業
を

行
っ
て
い
る
」「
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
や
っ
て
い
る
、
対
策
を
強

化
し
て
い
く
べ
き
だ
」
な
ど
感
染
す

る
リ
ス
ク
や
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も

奮
闘
し
て
い
る
発
言
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
要
員
が
逼
迫
し
て
い

る
現
実
や
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
プ
ロ

パ
ー
社
員
の
育
成
が
進
ん
で
い
る
一

方
、
一
つ
の
担
務
の
見
習
が
終
わ
る

と
、
次
の
担
務
の
見
習
に
入
る
と
い

う
よ
う
に
教
育
を
詰
め
込
み
過
ぎ
て

い
る
こ
と
に
不
安
を
感
じ
作
業
を
行

っ
て
い
る
現
実
が
あ
る
こ
と
が
出
さ

れ
、
技
術
継
承
に
お
け
る
課
題
や
労

働
条
件
・
労
働
環
境
改
善
を
求
め
る

発
言
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
輸
サ
ー
ビ
ス
協
議

会
は
、「
新
生
Ｊ
Ｒ
東
労
組
運
動
宣

言
」
の
も
と
一
致
団
結
し
、
職
場
か

ら
全
組
合
員
で
運
動
を
つ
く
り
出

し
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

の
未
来
を
切
り
拓

い
て
い
き
ま
す
。

2020年度役員名簿（敬称略）

議　長　 倉茂　 忠 　 大船事業所

副議長　 増田　 冨雄　国府津事業所

副議長　 岡本　 将 　 浦和事業所

事務長　 小田切 高人　小山事業所

幹　事　 末重　 博　　田町事業所

幹　事　 竹内　 哲夫　中原事業所

幹　事　 尾形　 克成　宇都宮事業所
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八王子地本再建大会八王子地本再建大会
12月20日12月20日（日）（日）

開催決定!開催決定!

八王子地本の新たな一歩を八王子地本の新たな一歩を
全組合員で支えていこう！全組合員で支えていこう！

　
国
際
鉄
道
安
全
会
議
２
０
２
０
は
10
月

20
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
英
国
グ
ラ
ス

ゴ
ー
で
開
催
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
踏
ま
え
、

初
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
は
、「
設
備
故
障
へ

の
対
応
か
ら
、
判
断
・
行
動
で
き
る
技
術

者
育
成
に
む
け
た
現
時
点
の
課
題
と
展
望

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
し
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
４
月
28
日
に
、
上
越
新
幹
線 

新
湯
沢
変
電
所
に
お
い
て
発
生
し
た
停
電

事
故
に
つ
い
て
、
本
部
工
務
部
会
が
行
っ

た
原
因
究
明
委
員
会
の
取
り
組
み
や
、
団

体
交
渉
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
判
断
・
行
動

で
き
る
技
術
者
の
育
成
に
つ
い
て
現
時
点

の
課
題
と
展
望
を
、
本
部
工
務
部
会
が
中

心
と
な
っ
て
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

　
総
合
技
術
者
と
は
、
電
力
職
場
で
言
え

ば
、
電
車
線
、
配
電
、
変
電
の
各
分
野
に
精

通
し
た
技
術
者
の
こ
と
で
す
。
そ
の
育
成

の
た
め
に
は
、
求
め
る
技
術
者
の
方
向
性

と
レ
ベ
ル
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
、
一
人

ひ
と
り
が
自
分
の
将
来
を
明
確
に
持
つ
こ

と
、
安
心
し
て
働
け
る
待
遇
な
ど
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
セ
ッ
シ
ョ
ン
冒
頭
に
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
国
際
鉄
道

安
全
会
議
の
開
催
を
呼
び
か
け
た
組
織
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
、
鉄
道
に
関
わ
る
研
究

機
関
な
ど
の
参
加
が
多
い
中
で
、
労
働
組

合
と
し
て
参
加
し
続
け
、
様
々
な
角
度
か

ら
提
起
を
し
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
離
職
せ
ず

定
着
す
る
た
め
に
は
、
技
術
者
の
処
遇
の

改
善
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
が
必
要
で

あ
り
、
コ
ス
ト
部
門
と
い
わ
れ
る
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
職
場
自
体
の
評
価
が
社
会
的
に
も

必
要
で
あ
る
と
訴
え
、
参
加
者
か
ら
も
賛

同
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
分
析
や
、
業
務

に
よ
っ
て
生
じ
る
権
力
意
識
に
起
因
し
た

事
故
や
安
全
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
、
Ｖ

Ｒ
等
を
活
用
し
た
系
統
を
横
断
（
輸
送
指

令
、乗
務
員
、メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
し
た
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

今
後
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
参
考
に
な
る
研
究

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
世

界
の
鉄
道
関
係
者
と
の
交
流
を
大
切
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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